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「長崎大学ワークスタイルイノベーション（WSI／働き方見直し
プログラム）」は、ライフイベントおよびワークライフバランス
に配慮した職場環境の実現を目指し、それぞれの業務・職場にお
ける課題改善にPDCAサイクルで取組むプログラムです。

「WSI通信」では、参加チームの取組の様子や、働き方見直しに
役立つ情報・ツールなどをご紹介します（季刊予定）。
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【お問い合わせ】
国立大学法人長崎大学 ダイバーシティ推進センター
TEL : 095-819-2889（内線：3468） FAX：095-819-2159
MAIL : omoyai_working@ml.nagasaki-u.ac.jp https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp

文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（特色型）」

長崎大学ワークスタイルイノベーション 令和元年度 附属中学校 中間報告会

病院 外傷センター

【附属中学校】 感想を聞かせてください！

令和2年3月25日（水）に、令和元年度プログラムに参加した附属中学校の皆さんからチームの最終目標（ゴール）の発表と、
それに向かって、これまでどんなアクションを行い、どのような効果が出てきているのか、報告会を実施した。今回は附属中学
校の英語科チームが取組を進め、現状を変えるための前向きな気持ちと不安を交差しながらも、職場及び家庭での時間を有効活
用することを目標とした。
①退庁時間を短くすること、教材研究にかける時間がないことから②教材・資料等を共有するとし、取捨選択や負担軽減のた

めにフォルダ内は統一しないこととした。次に③休みを取りづらいことについて、突発的な休みに備えた取組として、互いの進
捗の確認ができるようホワイトボードを活用した。そのほか課題は沢山あるが、最終報告会に向け検討していきたいと発表が
あった。

コンサルタントより、この数カ月で変わったことを身をもって感じた。当初、意識の変化で変えることができるのではない
かと気づきを持ったことから始め、できる事から着手したことで今回の効果があったのではないかと考える。最終報告会に向け、
これまでやったことを振り返り、更に高い目標を掲げ、次のPDCAを回していくことを続けてほしい。また、時間の有効活用がで
きたら、その先何をしたいのか、さらにありたい姿に考えをひろげていただきたいと述べられた。

WSIへの取組により、私たち自身が自分の人生を見つめ直す契機になればと思いま
す。教師の仕事は際限がなく、「働き方改革」と「教師としての資質向上」は、一
見相反することのように受け止めてしまいそうです。しかし、効率的・効果的に業
務を遂行し、教師としての力量を高めようという意識を高めることで、私たち自身
の人生が豊かになるとともに、学校全体の教育力の向上が促されるのでないでしょ
うか。生徒も、保護者も、私たち自身にとっても有意義な取組にできたらと思いま
す。 溝上 元

※新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、株式会
社ワーク・ライフバランスの
コンサルタントは、WEBで
の参加としました。

『最高の外傷センターになる！』というゴールイメージに向けて、株式会社ワーク・ライフバランスのコンサルタントとともに
令和元年10月から取組を進めています。メンバーは、修練医を含めた医師のみのチームです。

チームワークがとても良く、意見を活発に出し合い行動力のある外傷セ
ンターチームは、「カンファレンスは必要最小限人数での参加」「時間
外業務を減らす」「効率の良い情報共有」「アカデミックデイを交代で
作る」「整理整頓をする」「月1回の全員ランチ会」等をこれまで実行し、
早いスピードで結果がでています。今後は、論文を書く、プレゼンのス
キルアップ、治療戦略の共有、情報の整理、ミニレクチャー時間を増や
す、アカデミックのレベルアップ等取組課題をあげ、勤務の効率化を喫
緊の課題とし、勤務時間の分散化や、交代で長期休暇取得が可能となる
よう取り組む予定です。



知っていましたか《その１》長崎大学職員の年休に関する規程が改正！
詳しくは人事課人事管理班（内線3005）まで

時間単位の年休は上限があるため、半日単位の年休をうまく活用してください。

【参加申し込み・お問い合わせ】
国立大学法人長崎大学 ダイバーシティ推進センター
TEL : 095-819-2889（内線：3468） FAX：095-819-2159
MAIL : omoyai_working@ml.nagasaki-u.ac.jp https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp
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年休
1日 または 1時間を単位で取得できる

時間単位の年休は、1年につき5日以内

※労働基準法 および 同法に基づく労使協定による

半日単位で年休取得ができるようになりました

働き方改革、なぜ必要なのか？

詳しくはこちら
https://www.cdi.nagasaki-
u.ac.jp/work_style_innovation/

QRコードはこちらから

詳しくは
冊子02ページ
をご覧くださ

い

知っていましたか《その２》在宅勤務に関す
る要項が一部改正！

詳しくは人事課人事管理班（内線3005）まで

職員から在宅勤務を申請することが可能となり、在宅勤
務命令については部局等の長の専決事項となりました。
詳しくは、教職員ポータルサイト◆コロナウイルス関連を
ご覧ください。
https://np.jimu.nagasaki-u.ac.jp/portal/

※注意※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のための在宅勤務に関する要項による在宅勤務は、
新型コロナウイルス感染症の拡大が終息するまでの臨時的なもので，終息した場合は同要項は廃止となる予定です。

https://np.jimu.nagasaki-u.ac.jp/portal/
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